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はじめに

➹⪅は、音楽学の◊✲⪅であるが、大学㝔で

音楽学◊✲を㛤ጞする以前、学㒊でᩥⱁ学を学

びながら、声楽ᐙをᚿして活動していた期が

ある。1999 ᖺのᮏ学㉱௵以降、そのようなࣂッ

ク࢘ࣛࢢンドから、表現領ᇦの「保育ෆᐜ指ᑟ

ἲ」を 1 科目ᢸᙜすることになった。2000 ᖺ以

降、ࢥロࢼ⚝となる 2019 ᖺまでの 20 ᖺ間、ᖺ

に㸯、2 ᅇ程ᗘではあるが、大㜰ᗓୗ、ி㒔ᗓ

ୗの⚾❧幼稚園にてゼၥ演奏を⥅⥆して行っ

てきた。その㝿には、必ࡎ、幼稚園教ဨと事前

打ちྜわࡏをして、ᢡࠎに園児が歌っている歌

を教えてもらい、幼稚園現ሙにおける歌のࣞࢺ

ンドを知り、それを୍⥴に歌ったり、࣑ࣗ㸫ࢪ

ックパࣝࢿシアࢱー、ᡭ遊び指遊び、㌟య表現

もᑟධし、園児らにとって⯆῝くཧຍできる

ゼၥ演奏のෆᐜ構成を㏣✲してきた。2012 ᖺ

頃からは、「幼小連携を視㔝にධれた音楽と科学

のࣛࢥボࣞーション」に着ᡭし、STEAM 教育の

可能性も見出してきた。

このయ㦂は、⯆῝い発見の連⥆であった。

必ࡎẖᅇ、ᮏ᱁的なクࣛシック音楽の生演奏を

ᑟධし、には、ⴠㄒの生ཱྀ演を聞かࡏたが、

園児はいࡎれも⯆ὠࠎで、自分なりの楽しみ

方ができることを♧していた。≉に「ࢸン࣏⦆

ᛴや音㔞の大小のኚ化が⃭しい、ᙉㄪされた表

現の音」にᙉく⯆をᘬかれるഴ向を♧してい

た。「ࢨ࣐リーズ」という、あらࡺる人✀のẕぶ

が、子どもにㄒりかける㝿、声のࣆッࢳをやや

高くし、ࢸン࣏をࡺっくりして、ᢚᥭをᙉㄪす

るというඹ㏻の≉ᚩがあるとされているが、こ

のようなᙉㄪされた音声をங児の௦にከく聞

いたこととᑡなからࡎ㛵ಀしているのであろう

と考えている。子どもの生育⎔境と音楽的発達

はᐦ᥋に㛵ಀしており、子どもの表現にもᙳ㡪

をえていることであろう。

ᮏ✏では、ᖹ成 29 ᖺ 3 ᭶࿌♧のᩥ㒊科学省

「幼稚園教育要領」、厚生労働省「保育所保育指

針」を⣣ゎき、幼児期の「表現」に求められて

いるものを☜認し、音楽的発達と幼小連携のほ

Ⅼから「こどもと表現」のᐇែをᢕᥱし、どの

ように保育⪅がそこから保育ෆᐜを創案できる

か考えてみることにする。

㸯㸬幼児期の教育に求められているもの

幼児期における教育は、人᱁のᇶ♏となるᇶ
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┙づくりであり、そのᚋのึ➼及び୰➼教育の

ᇶ♏となることが求められている。ᖹ成 29 ᖺ 3

᭶࿌♧、ᖹ成 30 ᖺ 4 ᭶行の「幼稚園教育要

領」によると、前ᩥにおいて、ḟのᵝに、幼児

教育で目指すべきものがうたわれている。

これからの幼稚園には、学校教育のጞまりと

して、(୰␎)୍人୍人の幼児が、ᑗ᮶、自分

のよさや可能性を認㆑するとともに、あらࡺ

る⪅を౯್のあるᏑᅾとしてᑛ重し、ከᵝ

な人ࠎと༠働しながらᵝࠎな♫的ኚ化を

り㉺え、㇏かな人生をษりᣅき、ᣢ⥆可能な

♫の創りᡭとなることができるようにする

ためのᇶ♏をᇵうことが求められる (ୗ⥺は

➹⪅)。

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]

まࡎ、「学校教育のጞまり」とゝうところが᫂

グされていることが無視できない。小学校以降

の学びとの連⥆性を視㔝にධれておくべきであ

り、自ᕫ⫯ᐃ、⪅⫯ᐃができ、そして⪅や

♫の「ከᵝ性」を認め、⪅と「༠働」でき、

「♫的ኚ化をり㉺え」られ、現௦的ㄢ㢟で

ある「ᣢ⥆可能な♫」の「創りᡭ」となる人

ᮦを育てる教育、と小学校以降の学校教育で求

められているキーワードが୪ࢇでいるのである。

「➨ 1 ❶ ⥲๎」「➨ 1 幼稚園教育のᇶ

ᮏ」では、「教ᖌは、幼児のయ的な活動が☜

保されるよう幼児୍人୍人の行動の理ゎとண

にᇶづき、ィ⏬的に⎔境を構成しなけれࡤなら

ない(ୗ⥺㒊は➹⪅)」というᩥゝがある

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]。この「య的」というのも

小学校以降の学校教育におけるキーワード「

య的対ヰ的で῝い学び」に⧅がっている。つま

り幼児教育は、それで結するものではなく、

小学校以降の教育を見ᤣえて行われるべきであ

るというᙉい࣓ッࢭーࢪがこのᖹ成 29 ᖺ 3 ᭶

࿌♧の幼稚園教育要領には㎸められている。

ణし、小学校以降と就学前では、子どもの発

達ẁ㝵に大きなᕪがあるため、それをࡩまえた

教育がなされるべきである。そこで、就学前は、

⎔境にゐれたさまࡊまなあそびを㏻しての育ち

が重要とされている。ᑉ 2020 で、ゝ及されて

いるように、幼児期は、遊びの୰で無自覚に、

「知㆑及びᢏ能のᇶ♏」「思考力、ุ᩿力、表現

力➼のᇶ♏」「学びに向かう力、人間性➼」とい

った「㈨㉁࣭能力」が育まれていく期である

が、小学校の学びは、子ども自㌟が自覚的に㈨

㉁࣭能力をఙࡤしていく期である。このつ

の期をに⧅ࡆるには、保育⪅が幼稚園に

おける「領ᇦ」と小学校における「教科」のඹ

㏻Ⅼと相違Ⅼを認㆑して、遊びの୰で⥲ྜ的に

園児の㈨㉁࣭能力を༑分に育む必要があり、小

学校では、幼児期の⥲ྜ的な学びのあり方にྜ

わࡏたྜ科的、㛵連的指ᑟのᕤኵをしてప学ᖺ

指ᑟをᐇさࡏるべきである[ᑉ 2020:139]。

つまり、方が自ᕫ結ࡎࡏ、保育ഃでは小学

校教育を視㔝にධれた保育が必要とされるので

ある。

ᖹ成 29 ᖺ࿌♧の「幼稚園教育要領」には、➨

2「幼稚園教育において育みたい㈨㉁࣭能力及び

「幼児期の⤊わりまでに育ってしいጼ」とし

てḟの 10 㡯目がᣲࡆられている。

㸯㸧ᗣなᚰとయ、㸰㸧自❧ᚰ、㸱㸧༠ྠ性、

㸲㸧㐨ᚨ性࣭つ⠊ព㆑の芽生え、㸳㸧♫生活

との㛵わり、㸴)思考力の芽生え、㸵)自↛との

㛵り࣭生ᑛ重、㸶)ᩘ㔞やᅗ形、ᶆ㆑やᩥᏐな

どへの㛵ᚰ࣭感覚、㸷)ゝⴥによるఏえྜい、10)

㇏かな感性と表現

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]

大まかにわけれࡤ、య性が㸰㸧、㸴㸧、「ᗣ」

の領ᇦが㸯㸧、「人間㛵ಀ」の領ᇦが㸱㸧、㸲㸧、

㸳㸧、⎔境の領ᇦが㸵㸧、㸶㸧、ゝⴥの領ᇦが㸷㸧

表現の領ᇦが 10)と㛵ಀしているとゝえるであ

ろう。

その「表現」においてはఱが求められている

かというと、子どもたちのయからき出てくる

「自発的な表現」を重視している。ᖹ成 29 ᖺ 3

᭶࿌♧のᩥ㒊科学省「幼稚園教育要領」、厚生労

働省「保育所保育指針」ともに表現の㡯に「感

じたことや考えたことを自分なりに表現するこ
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とを㏻して、㇏かな感性や表現する力を㣴い、

創造性を㇏かにする。」とある。自発的な表現が

Ἓきあがるのも、それを可能とする音楽的発達

があってこそである。子どもの音楽的発達に目

を向けてみることにする。

㸰㸬子どもの音楽的発達

ங幼児の音楽的な発達について見てみること

にする。「音楽の三要素」とゝえࡤ、「旋律」、「リ

ズム」、「和音」である。ங幼児がこのうち最も

᪩く認知できるようになるのが「リズム」であ

る。旋律の認知については、ゝㄒの習得の㝿に

も大いに㛵ಀしていると思われ、「リズム」のḟ

に認知できるようになる。そして三要素のうち、

最ᚋに発達するのが「和音」である。「旋律」「リ

ズム」「和音」の順にங幼児の音楽的発達を見て

みる。

2.1 旋律のほⅬから

旋律知覚能力の発達の前に、音高知覚能力の

発達についてまࡎ見てみることにする。

Olsho 1984 によると生ᚋ㸳㹼㸵か᭶のங児は、

༙音の相違を聞き分けることができる。ᚑって、

ẕぶらの出す音の高さにྜわࡏて、ங幼児が発

声する「ࣆッ࣐ࢳッࢳンࢢ」もできるようにな

ってくる。音高のุูと、≺った音をṇ☜に出

るかはูၥ㢟ではあるが、ᑡなくともẕぶらࡏ

の出す音に、㸯༙音以ୖのᕪがあれࡤ、生ᚋ 4

か᭶ࡈろからその相違が知覚できるのである。

旋律知覚のᐇ㦂で、よく知られているのが、

Dawling 1982 で行われたࠓきらきらᫍࠔの旋

律の୍㒊を用いた認グ᠈ᐇ㦂である。Dawling

1982 では、以ୗのᵝに่⃭を用ពしてᐇ㦂を行

った。ⱥㄒは音ྡ表グである。

(A㸧ᶆ‽࣓ロディ(ࣁ㛗ㄪ) 「CCGGAAG」

(B) ⛣ ㄪ 形 㸦 ࣁ 㛗 ㄪ か ら ࣍ 㛗 ㄪ へ 㸧

「%ݡ&ݡ&%%))」

(C) 旋 律 ⥺ 保 Ꮡ 形 ㄪ 性 的 な も の

「EEBBCCB」

㸦ݡを無くしたことによって、࣍▷ㄪと

いうูのㄪになっている㸧

(D) 旋 律 ⥺ 保 Ꮡ 形 㠀 ㄪ 性 的 な も の

「%&&ݡ$ݡ$))」

㸦C㸧に᭦にݡをつけて、どのㄪ性にもᒓ

さないものとなっている㸧

(E㸧旋律⥺◚ቯ形       「EECCAAB」

ᅗ 1 Dawling 1982 のᐇ㦂の่⃭

ங幼児を⿕㦂⪅とするᐇ㦂をᐇするሙྜ、㥆

化࣭⬺㥆化ἲを用する。これは、ங幼児がึ

めて㐼㐝した่⃭に対して「㦫きᛂ」とࡤ

れる、生理的な指ᶆにኚ化が出るᛂを♧すこ

とを用した方ἲである。えた่⃭ A に対し

て、ᙜึ㦫きᛂを♧していたのに、ᚎࠎに♧

さくなることを「㥆化」とࡪ。「㥆化」が見ら

れたことを☜認し、ḟの่⃭ B をえる。ここ

で㦫きᛂが出れࡤ、つの่⃭ AB は、⿕㦂児

にู≀と認㆑されているとし、㦫きᛂが出な

けれࡤ、⿕㦂児は AB をྠじものと認㆑したと

考える。

ங幼児は、Dawling 1982 では、㸦A)とは旋律

⥺のかたちが␗なる (E)についてはู≀ととら

え、(A)とㄪは違うが、旋律⥺のかたちがྠじࢱ

プの(C㸧㸦D㸧については、㸦A㸧とྠじと⟅え

るሙྜもある。音楽⤒㦂がஈしい成人にもྠഴ

向がある。このことからங幼児は、旋律⥺にᇶ

づいて旋律を認㆑していることが♧၀される。

ゝㄒの認㆑においてもྠᵝのฎ理を行っている

可能性がᙉい。

に、Chang & Trehub 1977 のᐇ㦂でも、6 カ

᭶のங児が、旋律の形が␗なる࣓ロディを、「␗

なる࣓ロディ」と知覚し、Trehub,et al 1992 の

ᐇ㦂でも、8㹼10 カ᭶のங児は、旋律⥺がྠഴ

向の形のものをྠじ旋律とみなすഴ向を♧した。

つまり、⛣ㄪ形㸦B㸧、旋律⥺保Ꮡ⣔㸦C㸧、㸦D㸧

については、ᶆ‽࣓ロディ㸦A㸧とྠじとみなし、

旋律⥺の␗なる音ิ㸦E㸧は、ᶆ‽࣓ロディ(A)

と␗なるとみなす。このように 1 歳を㏄えるま

でに、旋律の形の相違を認知することができる

が、まだㄪ性にはᙳ㡪されないと思われる。ゝ

ㄒの習得ができるのもこの能力による可能性が

高い。このことから、ࣆッ࣐ࢳッࢳンࢢや、歌

を模倣することなどは、᪩期から可能であると
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♧၀される。

2.2 リズムのほⅬから

リズムは、人間の᪥ᖖ生活にᐦ᥋に㛵連して

いる。「᪥ᮏ人のリズム感」「ヰのリズム」「生

活のリズム」「⤒῭のリズム」「࢜ࣂリズム」

などのように用している。音楽の三要素の୰

で、最も᪩く認知されるのが、「リズム」である。

⎔境ୡ⏺の୰にある࿘期㐠動である「リズム」

をいち᪩く認知しないと、生Ꮡにಀるからであ

ろう。

Morrongiello 㸤 Trehub 1987 によると、音

ิの間間㝸の㜈್は、生ᚋ 6 か᭶で 20 リ࣑

⛊、5 歳༙の子どもで 15 リ⛊、大学生は࣑ 10

リ⛊である。生ᚋ࣑ 6 か᭶で、᪤にリズム知覚

のᇶ♏である間知覚ができている。そして୍

連のᐇ㦂により、生ᚋ㸲㹼㸴か᭶でங児は᪤に

音のまとまりについて知覚できることが分かっ

ており、生ᚋ 2 か᭶のங児であっても、(100ms

600ms 300ms)と(600ms 300ms 100ms)のリズ

ムパࢱーンが␗なることを᪤にุูできるので

あ る [Trainor&Adams 2000, Chang & Trehub 

1977]

Trehub 㸤 Thrope 1989 によると生ᚋ㸵㹼9

か᭶のங児は、3 音᮲௳では「×× ×」と「×

××」の相違を聞き分けることができる。4 音᮲

௳では「×× ××」と「××× ×」との相違

を聞き分けることができる。

また、リズムへのྠ期(㬆っているリズムにྜ

わࡏてᡭを打つ)は、ங幼児や幼い子どもにはᅔ

㞴であるとされているが、ᚎࠎに発達していく。

リズムのุูそのものは、ࡈく幼ᑡ期からでき

ているので、㌟య㐠動によるྠ期を含むリズム

ㄢ㢟は、幼児にጇᙜなෆᐜであるとゝえるであ

ろう。簡༢にඞ᭹できないが、ᅔ㞴過ࡂないㄢ

㢟をえることで、⯆を⥔ᣢし⥆けることが

できるであろうと思われる。

Ẹ᪘やᩥ化によるリズム感の違いというẚ㍑

ᩥ化ᚰ理学㸦cross-cultural psychology㸧の

ほⅬもある。音楽学⪅の小ᓥ⨾子は、生活のጼ

ໃやᵝᘧはリズム感に㛵ಀし、㎰⪔Ẹ᪘は 2 ᢿ

子、㥽㤿Ẹ᪘は 3 ᢿ子がᇶᮏとなるとのㄝをၐ

えている。᪥ᮏ人はかつては㎰⪔Ẹ᪘だった。

リズム打ちをすると、ᢿをṆめるഴ向がみられ

る。Ẹㅴを歌う㝿の、ᤸをすりྜわࡏながらの

ྜいのᡭなど、このഴ向が見られがちである。

⏣᳜えの㝿に㊊を踏みしめることに㛵ಀしてい

るのかもしれない。

㤶ᒣ⨾子作モ、小᳃ᏹ作᭤ࠓおべࢇとうࡤ

このうたࠔを、ㄡかにᡭをたたいて歌ってもら

って、ᡭの≧ែをほ察してみるとᢿᡭのたびに

ᡭがṆまっているのが発見できるであろう。

ᮧᑿᛅᘅが、ឡ知教育大学教ᤵ௦、᪥ᮏ人

学生にはࠓおべࢇとうࡤこのうたࠔ、␃学生には

これに相ᙜするၐえှࣕࢳンࢺ (chant㸧を、ᡭ

を打ちながら歌ってもらって、どれだけ୧ᡭの

ᤸがྜわさっているか、㞳れているか、ᡭにࢭ

ンࢧーをつけてィ した。Ḣ⡿人は、ᢿをᙉ

ㄪしてはࡎむようにᡭを打ち、ᤸが㞳れている

間の方が㛗かったが、᪥ᮏ人は前㏙のように、

ᡭを打つたびにᡭをྜわࡏた≧ែでṆめていた

[ᮧᑿ 1988]。

Ḣ⡿人と᪥ᮏ人のリズム感の違いが表れてい

る現㇟とゝえるであろう。「᪥ᮏ人のリズム感は

こうである」とは、なかなか検ドも᩿ゝもでき

ないが、このような᪥ᮏ人ならではのリズムの

とらえ方のഴ向をព㆑していることは、音楽ᩥ

化理ゎのⅬで、無㥏にはならないであろう。᪥

ᮏのఏ⤫音楽である能や᪥ᮏ⯙㋀では、ᦾり㊊

で㟼かに⛣動していることがከい。そのような

⨾ព㆑が、知らࡎ知らࡎのうちにᇵわれている。

自発的表現にもᫎされる可能性もあるであろ

う。幼児期から、幼稚園などで、和楽器演奏に

よって㑥楽にᑡしゐれたり、᪥ᮏ⯙㋀や能や≬

ゝの所作を模倣するようなことがあってもⰋい

のではないかと考える。ᩥ化の⥅ᢎというⅬで

教育的ពが大きい。

2.3 和音、ㄪ性とゝうほⅬから

Trainor & Trehub 1992 では、8 カ᭶のங児

と成人を対㇟にㄪ性認知のᐇ㦂をᐇしている。

ᅗ㸰のᶆ‽่⃭ձ(C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭G㸱࣭

C4࣭E4࣭D4࣭C4)をまࡎ提♧する。そしてఱᗘも

聞かࡏて㥆化を㉳こし、「㥆化⬺㥆化ἲ」を用い



─ �9 ─

こどもと表現に関する一考察

―5―

る。ḟにㄪእ᮲௳่⃭ղとして➨ 6 音 G3 を ݟ$

㸱にኚえた(C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭ G㸱Ѝ$ݟ㸱࣭

C4࣭E4࣭D4࣭C4)の旋律を提♧する。8 か᭶のங

児は、⬺順化を㉳こさなかった。つまり 2 つの

่⃭ձղはྠじ旋律であると認㆑したというこ

とになる。成人はその違いを簡༢に㆑ูできた。

ḟにㄪෆ᮲௳ճとして➨ 6 音 G3 から A㸱にኚ

えた(C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭ G3ЍA㸱࣭C4࣭E4࣭

D4࣭C4)の旋律を提♧ したところ、ங児は、⬺

順化を㉳こさなかった。つまり 2 つの่⃭ձճ

をྠじ音と認㆑し、成人もẼづきにくかった。

成人は、ྠ じㄪྠኈのሙྜ、音を取り᭰えても、

ㄪとしては違和感がないので、Ẽづきにくい 。

ᶆ‽่⃭ձ

C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭G㸱࣭C4࣭E4࣭D4࣭C4

ㄪእ᮲௳่⃭ղ

C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭$ݟ㸱࣭C4࣭E4࣭D4࣭C4

ㄪෆ᮲௳่⃭ճ

C4࣭E4࣭G4࣭F4࣭D4࣭A㸱 ࣭C4࣭E4࣭D4࣭C4

ᅗ㸰 Trainor & Trehub 1992 のᐇ㦂の่⃭

つまり成人には、すὒ音楽のㄪ性ࢫキー࣐㸦ㄪ

性に㛵する無ព㆑的知㆑㸧があり、ㄪ性の୰で

࣓ロディを認㆑している。ங児のሙྜは、ձղ

についても、ձճについてもྠじと認㆑してい

るので、ձճをྠじと認知するのは、成人のよ

うにㄪ性についてのࢫキー࣐が働いたわけでは

ないとゝえるであろう。

Trainor & Trehub 1994 によると 5 歳児と 7

歳児も成人とྠじくㄪෆ᮲௳より、ㄪእ᮲௳の

方がẼづきやすいഴ向があった。つまり 5 歳に

なると、成人ྠᵝ、᪤にㄪ性ࢫキー࣐を⋓得し

ていると᥎ される。

、ムࣛンの音㝵は࢞シアのఏ⤫音楽ࢿンド

すὒ音楽の音㝵と 1 ␗の分方ἲがࣈーࢱク࢜

なる。音㝵には 2 ✀あり、࣌ロッࢢ㸦࣌ロッと

も⛠㸧と、ࣞࢫンドロとࡤれるものがある。

Lynch et al.,1991,1992 のᐇ㦂 では、ㄪ性ࢫ

キー࣐をẚ㍑ᩥ化的ほⅬから◊✲している。 6

カ᭶と 12 カ᭶のங児と 10-13 歳の児❺、 成人

に以ୗの่⃭を♧した

่⃭ձ すὒㄪ性音楽の音ิを提♧して 1 音取

り᭰えた

่⃭ղ ࣌ムࣛンの࢞シアのఏ⤫音楽ࢿンド

ロッࢢ音㝵を提♧して㸯音取り᭰えた

6 カ᭶のங児は、่⃭ձ、่⃭ղともに成⦼

がᝏかった。このことからㄪ性ࢫキー࣐はまだ

ないと᥎ される。12 カ᭶のங児は、่⃭ղよ

りも่⃭ձの成⦼がⰋかった。これはすὒ音楽

のㄪ整ࢫキー࣐を⋓得しጞめていることが♧၀

される結ᯝである。

10-13 歳の児❺、成人とᖺ㱋がୖがると่⃭

ձの成⦼はⰋくなった。しかし่⃭ղの㆑ู⋡

は౫↛としてపかった。それはンドࢿシアの

音㝵にそれまでゐれるᶵがなく、ࢫキー࣐が

なかったためと᥎ される。以ୖのことから、

すὒ音楽のㄪ性ࢫキー࣐は、生育⎔境や⤒㦂に

౫Ꮡし、1 歳ࡈろからᚎࠎに生成されて、成人

までに☜❧することが♧၀された。

つまり㸰歳以ୖになると、すὒ音楽のㄪ性ࢫ

キー࣐が育ちつつあるので、ㄪらしさを感じる

ことができる。ということは、㛗ㄪと▷ㄪの違

いを感じることができるであろうと思われる。

ྠじ᭤を㛗ㄪと▷ㄪで歌ってみると、その相違

を感じられるであろう。

2.4 絶対音感のほⅬから

絶対音感(Absolute pitch)とは、ఱのᡭがか

りもなく、聞いた音の音高音ྡがุูできる能

力や、指ᐃされた音高を生成できる能力を指し

ている。᪥ᮏにおいては、ᡓ୰のᅜẸ小学校

で、ᩛᶵの高ᗘ、ゅᗘなどのุูといった、㌷

事カ⦎として絶対音感教育が行われていたこと

がある。また、絶対音感があると౽なようで

いて、ᐇは「⛣動ド」がⱞᡭで、ྂ楽や 12 ༙音

で୍࢜クࢱーࣈが分されていないẸ᪘音楽➼

も、楽しむことができないという▷所もある。

音楽にとって重要なのは相対音感なので、Ḣ⡿

の音楽大学では、絶対音感より相対音感保ᣢ⪅

の方がከいഴ向にある[ᐑᓮ 2021㸸110-119]。
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これまで 6 歳を㉸えると絶対音感はつかない

とされてきた。ᴬཎ 2004 によると、相対音感

(Relative pitch)のように、前ᚋの㛵ಀ㸦音楽

的ࢥンࢸクࢺࢫ 音のᩥ⬦㸧から相対的にㄪ整

して音高をุูできる能力が㌟につくと、絶対

音感能力はຎ化してしまうことが᥎ される。

相対的に≀を認知する能力は、音の認知以እに

も、成㛗とඹに㌟につくものである。6 歳を㉸

えると、相対音感が㌟についてしまうので、相

対音感的見方が᭷となり絶対音感能力が育成

されないのである。音楽するୖでは絶対音感よ

り相対音感が重要とされている。

ᴬཎは、「Ụཱྀᘧ絶対音感プロࣛࢢム」をᐇ㊶

し て い る 「 ୍ 音  ࣑ ࣗ ー ࢪ ッ ク ࢫ ク ー ࣝ 」

(https://ichionkai.co.jp/zettai_onkan.html

#q1)の௦表である。「Ụཱྀᘧ絶対音感プロࣛࢢム」

は、1982 ᖺに᪥ᮏでึめてබ表されたものであ

り、ᴬཎのẕ、Ụཱྀᑑ子が、᪂₲大学の大ᾆᐜ

子らとඹྠ◊✲して㛤発したものである。༢音

ではなく、和音とともに和声感を育みながら音

高ྡを習得していくのが≉ᚩとゝえる。ᾏእで

は「 CIM」㸦 Chord Identification Method by 

Eguchi㸧として知られている。「୍音」࣑ࣗー

クーࣝのࢫックࢪ HP には、ᵝࠎな絶対音感に

㛵する情ሗがᥖ㍕されている。

㸱㸬幼児と表現あそび

前❶で、ங幼児の音楽的発達について見て᮶

たが、音楽の三要素のうちでは「リズム」、「旋

律」、「和音」の順に認知することができるよう

になり、音楽的能力が発達していくことが分か

った。つまり保育園、幼稚園では、「歌う」、「打

楽器などやయを྇く」、「㛗ㄪや▷ㄪによる音楽

の表情の違いを感じ取る」といったことを無理

なくできるẁ㝵であるとゝえるであろう。幼児

の自発的表現を促し、ᨭするということで、

「声」、「からだ」、「楽器」、「形」を用いて、ḟ

のような表現遊びが考えられる。

を用いる「声」ی 「子どもの歌(わらべうた

含)」「かえうた」「ᨃ音、࣌ࢺ࣐ࣀ࢜」➼

を用いる「からだ」ی 「リ࣑ࢺック」➼

を用いる「楽器」ی 「打楽器(和࣭ὒ࣭Ẹ᪘)」

「ボディ࣭パーカッション」「楽器作り」➼

を用いる「形」ی 「音をᥥく」➼

ᅗ㸱 幼児の表現あそび

3.1「声」を用いる

ங幼児は、ゝㄒを習得する㝿に用するのと

ྠじࢪࢸࣛࢺࢫーによって、旋律⥺の認知を行

っているものと思われる。ᚑって、幼稚園のඛ

生やぶや達の歌う歌を模倣する、自ら歌うと

いうことは、幼児にとって無理なく行えること

であろう。子どもの歌はᩘከくあり、NHK「みࢇ

なの歌」「おかあさࢇといっしࡻ」➼でも୍ὶの

作᭤ᐙが作ရを作っている。

[https://www.nhk.or.jp/minna/, 

https://www.nhk.jp/p/okaasan/ts/ZPW9W9XN42

/]。最㏆では、JPOP 風のものや、リズムが」㞧

なものも出てきているが、それもすࡄ幼児は習

得できるようである。歌を歌い、自分の୰の感

情を表に出す、また、かえうたをいろいろ作り、

園児ྠኈでいにఏえྜうのもⰋいであろう。

和声の音ㄪ性に㛵しても 1 歳児以降、発達が見

られるので、㛗ㄪと▷ㄪの違いも感じることが

できる。1 つの᭤を㛗ㄪと▷ㄪで歌ってみて、

その表情の違いを感じることも᭷ព⩏であろう。

えࡤ、ᒣᮏ┤⣧作モ࣭作᭤のࠓこࡪたࡠきつ

ねこࠔを㛗ㄪࣂーࢪョンで歌うは᫂るい表情

で、▷ㄪࣂーࢪョンで歌うはἽきそうな表情

で歌うなどとゝったことである。幼児は、音声

から発ࡏられる႐ᛣယ楽の表情もㄞみ取ること

ができるようになっていると思われるので、「楽

しく」「ᝒしく」といった表情を、人間の㢦の⤮

などで♧して、そのように歌うように促すのも

Ⰻいであろう。

自発的表現ということになると、自分で歌を

作ることも含まれる。そのሙྜは、ゝㄒに༶し

たものが結びつきやすいと᥎ される。わらべ

うたは、᪥ᮏㄒに༶したものであり、子どもた

ちがᬑẁ、幼稚園で自↛に発している「いいよ

ー」のような歌いかけは、2 音から 3 音で構成

されることがከく、わらべうたの構造とఝてい

ると思われる。そのពで、わらべうたを歌い、
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それで遊ࡪということは、声による自発的表現

を育てる重要な保育となるであろう。ᒸᯘ 2010

ではヰしゝⴥと㐠動動作の発達からங幼児の音

楽的過程を᥈求しており、ᒸᯘ 2015 では、わら

べうた風に作りかえられた現௦の歌が、子ども

たちにయ性、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーション力、創造性、

♫性を育むことをᐇドしている。幼児の声に

よる自発的表現を育てるには、᪥ᮏㄒに༶した

音がᴟめて重要であることを≀ㄒっている。

3.2「からだ」を用いる

からだを用いるというと⯙㋀を࣓ーࢪする

ことがከいと思うが、⯙㋀の成ᗘを㏣うので

はなく、音楽を聴いて、その聴いた音の大小、

高ప、表情について、からだで表現することを

指しており、自発的表現に⧅がっていくと思わ

れる。

ࢫ  ࢫ の E.ࢲ ࣝ ク ロ ー ズ (Emile Jaques-

Dalcroze 1865-1950㸧が㛤発し、20 ୡ⣖に大き

くᾐ㏱したリ࣑ࢺックがある。これはୖグのよ

うなことをࢥンࢭプࢺにした教育ෆᐜである。

リ࣑ࢺック◊✲ࢭンࢱーの HP にḟのように᭩

かれている。

リ࣑ࢺック㸦㸸Rythmique㸭ⱥ㸸Eurhythmics㸧

は、20 ୡ⣖ึ㢌に、ࢿࣗࢪ࣭ࢫࢫーࣈの作

᭤ᐙで音楽教育ᐙでもあった࣑࢚ー࣭ࣝࣕࢪ

ッ ク 㸻 ࢲ ࣝ ク ロ ー ズ ༤ ኈ 㸦 Emile Jaques-

Dalcroze 1865-1950㸧によって創案された音

楽教育ἲで、児❺ᚰ理学࣭生理学のほⅬから、

大ษな幼児期の人᱁形成教育として知られて

います。(୰␎)

その学習ἲはࢲンࢫや遊ᡙのように、あら

かじめỴめられた動きをグ᠈して⧞り㏉すの

ではなく、指ᑟ⪅の演奏する音楽を聴いて、

それにᛂして動きをุ᩿し、㌟య㐠動࣭表

現㸦行動㸧します。つまり、ࠓ感じ取りЍ考え

Ѝ行動するࠔという、人間にとって㠀ᖖに大

ษな行動パࢱーンのࣞࢺーࢽンࢢを行うこと

になります。また、音楽に対して༶ᗙにᛂ

すること「༶ᛂ㸦 quick reaction㸧」を重

視するので、㞟୰力やᑕ性を㣴い、感じ取

ったことを༶ᗙに表現することで、ᚰと㌟య

のࣛࣂンࢫをとることを目指しています。

[https://www.eurhythmics.or.jp/whats/]

リ࣑ࢺックは、ୖ グでゝ及されているように、

༶ᛂするための㞟୰力や、聴こえる音か

ら、ḟにどのような音の動きがணされるかと

いう᥎察力を高め、ඹྠで動くために⪅との

ーション力も高めることから、♫ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

性の育成にもつながるとされている。音楽以እ

の人間形成に重要な力を育成するとされている。

᪥ᮏでも᫂以降、取りධれられて、演⏺

などもὀ目していた教育ෆᐜである。現௦への

┤᥋的なὶれとしては、ᯈ㔝ᖹ(1928㸫2009)

が、ᅜ❧音大で教えていたことから、ᅜにᢸ

いᡭがᗈがっていったことが大きい。現ᅾ、ከ

くの幼稚園、保育園でリ࣑ࢺックが取りධれら

れている。リ࣑ࢺック教育を≌ᘬしてきた⚄ཎ

㞞அの HP にヲしい情ሗがᥖ㍕されている。

http://www.fureai-ch.ne.jp/kambara/

index.html

また㌟యを用いて音楽を表現するということ

では、ࣁン࢞リーのࢱࣝࢰン࣭ࢲࢥー(Kodály 

Zoltán,1882-1967)による、音高とᡭの高さを対

ᛂさࡏたࣁンドࢧンなどもある。᪥ᮏࢲࢥー

 ༠  が ᵝ ࠎ な ◊ ಟ  を  ⏬ し て い る

http://kodaly.jp/about/。

3.3 「楽器」を用いる

幼児にとって、最もᢅいやすい楽器は打楽器

であると思われる。㘽┙楽器も⟶楽器も指を自

ᅾに᧯作する必要があるが、打楽器はその必要

がない。打楽器は人㢮にとって、プリࢸ࣑ィࣈ

なものであり、すアࣇリカのࣔシ᪘は、音高を

ㄪ⠇することのできるࢺーキンࢢドࣛムで⋤ᮅ

のṔྐをఏえてきたという。楽器も、᪥ᮏの和

楽器、Ẹ᪘楽器、すὒの楽器とᵝࠎである。

ある幼稚園で、∗ぶがࣝ࢞ࢿࢭの打楽器奏⪅

である園児がおり、その⎔境を活用する形で、

楽器を作ってみたところ、園児たちがその∗ぶ

の演奏を聴きたがり、アࣇリカのኴ㰘 ン࢙ࢪ

、を྇くᶵも作った࣋ン࢙ࢪ、の演奏を聴き࣋
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ⓙがẸ᪘楽器の࢙ࢪン࣋にክ୰になったとその

ᵝ子がሗ࿌されている[ᑉ 2020㸸140-145]。

このように園児がく知らないẸ᪘楽器でも、

༑分に知的ዲወᚰをᥙき❧てることができるの

である。Ẹ᪘音楽の楽器にゐれるᶵを作るこ

とは、ከᵝ性も教育のキーワードである現௦に

㠀ᖖに᭷ព⩏である。まだ打楽器であれࡤ、᧯

作が㞴しくないので、の楽器よりは自発的表

現を༑分に行えるであろう。

幼稚園によっては、和ኴ㰘を取りධれていて

いるሙྜがあるが、これは᪥ᮏの音楽の感性を

習得するというពで、᭷ព⩏であると思われ

る。᪥ᮏの打楽器とゝうことでは、⥾ኴ㰘や大

⬗などもある。歌⯙ఄのୗᗙ音楽やୖ方ⴠㄒの

、れる᪥ᮏ音楽によるຠᯝ音ではࡤとࣀ࣓ࣔࣁ

ྠじ打楽器でもᚤጁな音の違いを活かして、雨

や風や㞷やỈの音を表現する。そのような᪥ᮏ

ᅛ᭷の音表㇟にゐれるᶵを作ることができる

とఏ⤫ᩥ化の⥅ᢎというⅬでもព⩏が῝い。ま

た᪥ᮏの楽器を習得するには、ၐ歌(しࡻうが)

とࡤれる表現の方がある。えࡤ、ᗃ㟋を

という音で表すが、これは「ードロドロࣗࣄ」

能⟶の音を「ࣗࣄー」、大⬗の音を「ドロドロ」

と表現したものであり、楽器とၐ歌は対ᛂ付け

られている。Ⲩᕝ 2007、2015 によると、和楽器

やၐ歌そのものの音の㠃ⓑさに、幼児は⯆を

♧す。

に、ᮘや㌟యも楽器になりえる。㌟యを྇

くሙྜは、「ボディ࣭パーカッション」とゝ

う。ᵝࠎなᐇの方があるが、作᭤ᐙのᒸ⏣

ຍὠ子がࣘࢽークな作ရを創作している[ᒸ⏣

2003]。また、作᭤ᐙの㔝ᮧㄔも⎰や風࿅おけ

のおをࢫン࣐ー࢛ࣇパなクーࢽࣘ、てい྇を

行っている。

https://www.youtube.com/watch?v=zGUEnubcAH

A、

https://www.youtube.com/watch?v=uxkpOswCLZ

Q 大いにཧ考になるであろう。

また、楽器を作り、そのᡭ作り楽器によって、

音を出すというのもある。⣬ࢥップやࢦムを用

いて簡易な楽器を作ると、ᘻや⟶のボディの㛗

さと音の高さがẚすることなどにẼづける

ことと思われる。そのពでは、ド࣑ࣞパプ

とࡤれるࣈームワッカーは、音の高పによっ

て㛗さが違うので、これらにゐれると科学的な

知的ዲወᚰが生まれる可能性がある。

3.4 「形」を用いる

音楽を聴いて、それを視覚化して形にすると

いうことである。音の大小、高ప、表情にἢっ

て⥺や形やⰍをኚ化さࡏて、音を表現するので

ある。⤮の成ᗘを㏣✲する必要はない。あく

まで音を視覚化することが目的である。小学校

以降の音楽科では、「音楽を形作る要素」に着目

さࡏて、音楽を聴いて感じたことが、音楽の構

造ୖのどの㒊分からႏ㉳されるのかを考えてゝ

ㄒ化することをさࡏようとしている。これに⧅

がっていくとゝえる。小学生対㇟ではあるが、

音 楽 学 ⪅ 㔝 ᮏ ⏤ ⣖ ኵ が ┘ ಟ す る NHK for 

School ࠗ おࢇがくࣛࣈボー࠘では、ࢧン㸻ࢧー

ンࢫのࠓ動≀のㅰ⫗⚍ࠔよりࠑⓑ㫽ࠒを取りୖ

て、ཎ᭤の楽㆕をᅗ形化したものを♧していࡆ

る。音楽を視覚化することのཧ考になりえる。

https://www.nhk.or.jp/school/ongaku/bravo/

3.5 音を聴く

3.5.1 ーションの発ࢣデ࢚ࣗンド࢘ࢧ

幼児の表現については、大人が方向づけるの

ではなく、幼児の㌟యの୰からきୖがる表現

を㌟యのእに出すとゝうことと、⎔境ୡ⏺と㛵

わり、育まれるのがⰋいとゝうことで、࢘ࢧン

ドࢣࢫープの活動がしࡤしࡤクローズアップさ

れている。࢘ࢧンドࢣࢫープとは、ᬒほを指す

landscape㸦Land ᅵᆅ+Scape ═め㸧からの造ㄒ

である。୍⯡♫ᅋἲ人 ᪥ᮏ࢘ࢧンドࢣࢫープ

༠によるᐃ⩏にはḟのᵝに᭩かれている。

⚾たちがきく音のୡ⏺。それが、࢘ࢧンドࢫ

。ープ[soundscape]ですࢣ

このゝⴥは、カࢲࢼの現௦音楽作᭤ᐙ、 ⎔境

思ᐙ、教育ᐙでもある R.࣐リー.シ࢙ーࣇ

、ー[R.Murray Schafer]により 1960 ᖺ௦

ᮎに提ၐされ、ୡ⏺୰にᗈまりました。

᪥ᮏㄒでは୍⯡に「音の風ᬒ」とヂされ、ᑓ
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㛛的には「ಶ人、あるいは♫によってどの

ように知覚され理ゎされるかにᙉㄪⅬの⨨か

れた音⎔境。それࡺえ࢘ࢧンドࢣࢫープは、

ಶ人㸦あるいはᩥ化をඹ᭷する人ࠎのࣝࢢー

プ㸧とその⎔境との間の㛵ಀによってỴまる」

(A Handbook for Acoustic Ecology, B.Truax 

ed.,1978 )とᐃ⩏されています。

㸦http://www.soundscape- j.org/

soundscape.html㸧

ープㄌ生に大きなᙳ㡪をえたࢣࢫンド࢘ࢧ

のは4ࠓ 分 33 。という⏬期的な作ရであろうࠔ⛊

ア࣓リカの音楽ᐙࢪョン࣭ࢣーࢪ㸦John Milton 

Cage Jr.1912-1992㸧が 1952 ᖺに作᭤した作ရ

である。楽㆕があるが、4 分 33 ⛊の間、ఱも指

♧がなく、ࢸࢫーࢪから聞こえる自↛⎔境の音

を作ရとして聞いてくださいというࢥンࢭプࢺ

である。つまり音楽の音、「楽音」(ドࣞࣇ࣑

シド)以እの「⎔境にある音のすべてが音楽ࣛࢯ

である」というᙇである。このᙳ㡪をཷけて、

ープの発はㄌ生した。ⱁ⾡₻ὶࢣࢫンド࢘ࢧ

の୍⎔から生み出された思とゝえるであろう。

ー࢙リー࣭シ࣐ープの生みのぶࢣࢫンド࢘ࢧ

ー(Raymond Murray Schafer, 1933-2021)ࣇ

は、ࠗ ୡ⏺のㄪ律࠘というᮏを᭩き、ୡ⏺୰にあ

る音が、どのような≧ែであるかを知り、ṇし

い≧ែにㄪ律㸦࢘ࢧンドデࢨンを指す㸧する

べきであるという思いをࣝࢺࢱに㎸めている。

えࡤ、すὒにおいて教の㚝は重要な࢘ࢧン

ド࣐ークで、㚝が聞こえる⠊ᅖが୍つの♫ඹ

ྠయであるとゝったようなことが᭩かれている

[シ࢙ーࣇー 2006]。

シ࢙ーࣇーは、教育的なၥ㢟をᢅい「教ᐊ

の୰の≏㸦࢘ࢧンド࣭࢚デࣗࢣーション㸧࠘ を᭩

いた[シ࢙ーࣇー 1998]。現ᅾ、音楽⣔、教

育⣔、ᕤ学⣔の◊✲⪅が㛵わってᵝࠎな࢘ࢧン

ドࢣࢫープ◊✲や࢘ࢧンド࢚デࣗࢣーションを

行っており、小ᯇṇྐがࣘࢽークな活動を行っ

ている[https://www.nekomatsu.net/]。

3.5.2 自↛の音に⪥をഴける

保育に࢘ࢧンド࢚デࣗࢣーション的なものを

取りධれ、自↛の音に⪥をഴける、自↛の音を

模倣し、⥺やⰍや形で表現さࡏるというのは、

幼稚園教育要領「表現」の「ෆᐜ」の㸦㸯㸧「生

活の୰でᵝࠎな音、形、Ⰽ、ᡭゐり、動きなど

にẼ付いたり㸪感じたりするなどして楽しむ。」

[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/youryou/you/]に対ᛂしている。吉永 2021 は

「ࠗ音」からᗈがる子どものୡ⏺࠘とࣝࢺࢱを

つけて、雨や風の音を用いた保育について㸵つ

の提案をしている。それらのព⩏と可能性につ

いて考察する。

㸯㸧音に聴きධる

「音感ཷ」教育のパࢽ࢜アである吉永がま

重視しているのが、「その音に「聴きධる」とࡎ

いうことです。そのሙに㌟を⨨いて、風や雨の

音にただただ⪥をまࡏるのです。⎔境の୰に

యを⨨き、⎔境と自分とのつながりを感じる」

[吉永 2021㸸74]ことである。それより前の㡫に、

雨のことが大ዲきで、雨が降る୰、ྜ⩚ጼで雨

をཷけとめているዪ児のヰが᭩かれてあった。

「ྜ⩚にᙜたる雨の音、ചにⴠちる雨の音、ᡭ

のࡦらでཷける雨の音࣭࣭࣭すべて音が違う」

[吉永 2021㸸52]とዪ児がゝうと、園㛗のゝⴥが

⤂されている。吉永は、園㛗や教ဨのඹ感す

る力を㈹㈶し、そこからさらにᗈࡆて、ዪ児は

「ྜ⩚にⴠちてくる雨の感ゐ、⫙に┤᥋ᙜたる

෭たさ、素㊊でỈたまりをṌく感覚、雨の᪥の

ໝい、ⴥっࡥのⰍ࣭࣭࣭。まさにయのㅖ感覚で、

「あとから、あとから、ࡩってくる雨」にࡩれ、

楽しࢇでいたと思います。」[吉永 2021㸸53]と

ㄒっている。

このように雨がᒇ根やቨや≀యにᙜたる音、

ᆅ㠃やⲡにᙜたる音、ᡭのࡦらや㌟యにᙜたる

音は、すべて違う音がする、て感ゐやໝいも

違うと、幼児が聴覚をはじめとする感を㏻じ

て、ᚤጁな感覚の違いにẼづき、㇏かに⎔境ୡ

⏺をとらえることができるようになるのは、自

発的表現を生み出す根幹にあたるとゝえるであ

ろう。

㸰㸧音のᨃ音化



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）増刊号

─ �� ─

―10―

「聴いた音にᛅᐇなᨃ音を見つけること」を

ᣲࡆている[吉永 2021:75]。それによって、よ

り音に㞟୰すること、達と自分のᨃ音のつけ

方の違いを知り、自分と人は違うことを考え

ること、そしてከᵝな表現を学べることにព

があるとしている。子どもは、㠃ⓑい音が大ዲ

きなものである。自分が聴いた音を自⏤にゝⴥ

で表現することには楽しく取り⤌めるであろう。

ྠじ雨でもᒇ根にᙜたる音、ᆅ㠃にᙜたる音、

ᡭのࡦらにᙜたる音をゝⴥで違うように表現す

るᕤኵをするのは創造的な活動である。࣐ࣀ࢜

。の୍✀とゝうことになるであろう࣌ࢺ

㸱㸧音のኚ化をける

吉永 2021 では、保育ᐊにᒆく風の音や雨の音

に、けをして音のኚ化をヨみようというこ

とで、ձചを⨨く、ղ✵き⨁やボࣝ࢘などで雨

をཷける、ճ風の㏻り㐨に➲を❧てかける、մ

すࡎらࢸࢇープをつるす、յࢽࣅーࣝシーࢺを

るなどを提案している[吉永ࡆらୗࡪ 2021:76]。

それらを用いてఱの音かクズをするのもⰋし

としている。これは、科学的な視Ⅼを育てると

いうᙺもᣢっていると思われる。なࡐそのよ

うに音がኚ化するのかを考えてព見するな

ら、科学あそびのഃ㠃もᣢつこととなるであろ

う。

㸲㸧目的をᣢって聴く

吉永 2021 では、風の方向、雨の音のᙉさのኚ

化など、ၥいを❧て、目的をもって聴かࡏると、

幼児が㞟୰してయ的に聴くことができ、それ

を発表しあうとゝⴥによるఏえྜいもでき、༠

ྠ性も育まれ、自↛への⯆㛵ᚰも生まれると

している[吉永 2021:76]。ₔ↛と音を聴くので

はなく、㞟୰さࡏて「య的に㛵わらࡏる」と

いうⅬが≉に重要であろう。

㸳㸧⤮をᥥく

聴いて感じた音を視覚的に表現さࡏ、音の高

ప、大小などにἢって⥺をኚ化さࡏたり、着Ⰽ

したりすることを᥎ዡしている[吉永 2021:77]。

前㏙したが、⤮そのものをୖᡭに᭩くことが目

的ではなく、聴いた音を視覚化することが୍␒

の目的である。そうしてできあがったものを、

吉永は「風や雨の音のᅗ形楽㆕」と表現してい

るが、まさにその㏻りである。

㸴㸧 楽器で表現する

聴いた音をᨃ音化してゝⴥでఏえたり、⥺や

形で表現するように楽器の音で表現するのであ

る。自分が表現する音をよく聞くようになる。

音に㞟୰でき、「自分であるいはࣝࢢープで作成

したᅗ形楽㆕を音に⨨きえる表現は、㢌の୰

にある音の࣓ーࢪをල現化する活動」 [吉永

2021:78]である。また小学校音楽科の学びとも

連動性がある。

楽器作りのẁ㝵をᑟධして行うのもⰋいであ

ろう。これまでの保育でも、ࢽࣅーࣝでできた

ᐜ器や⣬ࢥップの୰に、ࣅーズやその、素ᮦ

の␗なるものをධれて࣐ࣛカࢫのように降って、

音の相違を楽しむෆᐜのものがあったが、それ

を自↛の音と㛵連付けて行うということである。

発音そのものへの、科学的な知的ዲወᚰの芽も

育めることであろう。

㸵㸧⤮ᮏとともに

⎔境ୡ⏺だけでは出えないᵝࠎなᨃ音が⤮

ᮏにはあるので、それに出うᶵを作ること

で、子どもの感性を่⃭し、発を㇏かにᗈが

りのあるものにすることを期ᚅしている [吉永

2021㸸78]。⤮ᮏをった表現遊びのはከく提

案、ሗ࿌されている。⤮ᮏをㄞむだけではなく、

⤮ᮏに音を付けるなどもヨみるとⰋいであろう。

⤮ᮏを用いるときにẼになるのは、「⤮」であ

る。デ࣓࢛ࣝࣇの為に、ᮏ᮶の形からかなりࡺ

がめられた表現であることもしࡤしࡤある。必

る「へࡺかりでもなく、いわࡤしも⨾しいものࡎ

たうま」のようなものもある。⤮ᮏの「⤮」に

ついては、子どものそのᚋの造形表現に、大き

くᙳ㡪をえる可能性があると思われるので、

ៅ重に㑅ᢥするべきであろう。

まとめ

以ୖ、ᖹ成 29 ᖺ 3 ᭶࿌♧のᩥ㒊科学省 幼
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稚園教育要領及び厚生労働省 保育所保育指針

において、幼児期の教育に求められるもの、音

楽的発達の過程、自発的表現を促す表現あそび

について整理、考察してきた。

幼児期の教育で求められている「表現」は、

大人が方向づけたものではない自発的表現であ

る。そして音楽の三要素のうちでは、「リズム」

「旋律」「和音」の順に認知することができ、最

も発達が遅い「和音」でも 1 歳の頃には習得の

兆しが見えている。絶対音感については、相対

音感の能力の高まりとともに、能力育成ができ

なくなり、6 歳を境にしている。つまり、幼稚

園、保育園、こども園では、「歌を模倣する」、

「歌う」、「打楽器をはじめとして簡易楽器を演

奏する」、「ボディパーカッションをする」、「音

楽の表情を聞き取る」などを含む音楽活動は、

無理なことではないことが分かった。さらに音

楽の自発的表現を促すものとして、「声」「から

だ」「楽器」「形」を用いた音楽の表現遊びにつ

いて考察した。吉永 2021 で提案されている、

雨や風の音を聴いて、子どもの自発的な表現に

どう結び付けていくかについても検討した。

これらを踏まえて、子どもの自発的な表現を

促す表現遊びを、創造的に考案していく努力を

重ねていくことが必要であろう。小学校との連

携を重視するようになっているので、これまで

はクローズアップされていなかった「聴く」と

いう行為を大事にすることも必要であると思わ

れる。「聴く」という行為は、すべての音楽活動

の根幹である。「表現」が、「聴く」ことの蓄積

から生み出されるものであることは間違いない。

聴いている音の視覚化などにより、小学校以

降の音楽科のキーワードである「音を形作る構

成要素」への着目の芽を、就学前に育める可能

性も大いに秘めていることであろう。

Ӏ ༽ ࢂ ߡ 文 ݛ
【 ஸ 書 】
・ Ѫ 部 ९ 一 ・ 宮 崎 謙 一 ・ Ḉ 原 ࠾ 子 2021『 ઊ ଲ 音 ״

を 科 学 ͤ る 』 સ 音 楽 ො ड़ 版 ऀ ɽ
・ 岡 林 典 子 2010 『  幼 ࣉ の 音 楽 ద 成 ௗ の գ ఖ ―

 し ݶ ཁ・運 動 動 ࡠ の 発 達 と の 関 り を  心 に 』෫ ؔ

書  ɽ
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